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登下校時の児童生徒の
安全確保の充実について

国から「登下校防犯プラン」が示され、各
市町村教育委員会をはじめ、学校、警察、保
護者、地域ボランティア、自治会などの関係
者が連携し、防犯の視点で通学路の危険箇
所の点検と対策を進めています。
特に、子どもが一人になる区間での安全
確保が課題となっています。子どもたちの
下校に合わせて、散歩、買い物などをしてい
ただく「ながら見守り」も有効です。地域、保
護者の皆さんには、引き続き、子どもたちを
気にかけ、目をかけ、声をかけていただくよ
うお願いします。

通学路の安全対策について
学校敷地及び通学路のブロック塀の一次
点検が終わり、専門家による二次点検の実
施を進めています。
地域、保護者の皆さんも、ブロック塀に限
らず、周辺に地震等で倒壊する恐れのある
ものはないか確認していただき、学校等と
の情報共有と対策の実施について御協力を
お願いします。

熱中症事故の防止について
今夏は、県内の学校でも部活動などの教
育活動中の熱中症による救急搬送が急増し
ました。各学校等では、屋外での活動を中
止・延期したり、部活動等の大会では、空調
設備のある会場を使用したり、開始時刻を
変更したりするなど、様々な対策を講じてい
ます。
体調を崩す子どもの中には、朝食を十分
にとっていなかったり、前日十分な睡眠がと
れていなかったりするケースがありました。
基本的生活習慣を整えることも熱中症事故
予防にはとても大切ですので、ご家庭での
御指導をよろしくお願いします。

大山の頂上近くの標高1,600ｍ付近に「キャラボク」という木が一面に生えています。木の
高さは１～２ｍ位と低く、枝は10ｍ以上の範囲に広がっています。このキャラボク林の中には
他の木がほとんどなく、その広さが日本一を誇ることから「大山のダイセンキャラボク純林」
として国の「特別天然記念物」に指定されています。「天然記念物」に「特別」が付いています
ので、植物界の「国宝」ともいえます。
さて、キャラボクは高さが20ｍ位になる「イチイ」という木の変種といわれています。元々
は背の高い木が、強い風が吹き、雪が多く積もるところで生き抜くために、背が低い姿に変化
していったと考えられます。まさに大山の頂上付近にぴったりの植物です。
大山の紅葉が色づき始める頃にダイセンキャラボクは可愛らしい赤い実をつけます。全国
でもここでしか見られないキャラボク林を見に秋の大山登山に出かけてみませんか。

本年、５月には新潟県で下校中の女子児童が殺害される事件、６月には大阪北部を震源とする地震に
より倒壊したブロック塀の下敷きになった女子児童が亡くなる事故、７月には愛知県で校外での学習
を終えた男子児童が熱中症で亡くなる事故と、大切な子どもの命が失われる痛ましい事件・事故が相
次いで発生しました。
県教育委員会では、これらを受け、これまでの取組に加え、各市町村教育委員会や警察、関係各課等
と連携しながら、事件・事故の防止のための取組を進めてきました。また、各学校、市町村教育委員会
においても、地域や保護者の皆さん、関係機関と連携した取組を進めているところです。
今や、学校だけでは子どもたちの安全を確保することが難しい状況にあります。今回は、上記の３つ
の事件・事故を受けての取組についてお伝えします。子どもたちの安全確保のために引き続き、学校
と地域や保護者の皆さんとの連携の充実をよろしくお願いします。

子どもたちの命を守るために

問合せ先 県教育委員会体育保健課　電話 0857（26）7923　ＦＡＸ 0857（26）7542

問合せ先 県教育委員会文化財課　電話 0857（26）7525　ＦＡＸ 0857（26）8128

大山の頂上近くの「大山のダイセンキャラボク純林」

赤い実をつけたダイセンキャラボク

シリーズ プロ（文化財主事）が教える文化遺産のツボ!

第31回 伯耆国「大山開山1300年祭」企画③

「大山のダイセンキャラボク純林」

学校安全の
取組へのご理解
ご協力を！

©鳥取県

倉吉東高等学校は、今年度で創立110周年を迎えました。11月9
日(金)には、本校を会場に記念式典・記念演奏会・記念講演会を開催
します。生徒たちは文武両道の伝統を継承しつつ、主体的に学習に
取り組み、21世紀をリードする人材として活躍できるよう努力して
います。
今年度、本校は、学校の特色化と魅力化のより一層の推進を目的

に、鳥取県教育委員会より大学進学と英語教育重点校の指定を受け
ました。そして、４年制大学を中心とした進路希望を実現するために
進学重視型単位制を導入し、生徒の適性や興味・関心に、より柔軟に
対応できるよう教育課程を改編しました。また、生徒の英語力と意識
向上のために、グローバルリーダーズキャンパスへの積極的な参
加、倉東English Dayでの各種取組み、海外研修旅行やホームステ
イ交流を実施し、英語教育・国際理解教育を推進しています。

特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡
保存活用計画を策定しました！

琴浦町では、平成26年に大高野官衙遺跡が国
の史跡指定されたことを契機に、隣接する特別史
跡斎尾廃寺跡や周辺の関連遺跡を含めて、適切
な保存・活用を図るための計画を策定しました。
斎尾廃寺跡は、古代伯耆国八橋郡（現在の琴浦
町とその周辺地域の一部）にあった白鳳期（7世紀
後半）創建の寺院跡です。塔や金堂の基壇跡とともに、講堂の礎石も現地に残り、主
要堂塔の遺構を地上から視認できる貴重な遺跡で、学術上の価値が特に高く、日本
文化を象徴する遺跡として山陰地方では唯一特別史跡に指定されています。
大高野官衙遺跡は、斎尾廃寺跡の東方約350ｍにある八橋郡衙の正倉院（役所の
租税を納める倉庫群）と考えられる遺跡です。東西130ｍ、南北105ｍの溝で区画さ

れた範囲からは、20棟以上の倉庫と思われる建物跡が
確認されました。古代日本の地方行政を知る上で重要
な遺跡です。
琴浦町では、この両史跡を地域の宝として守り続ける

とともに、両史跡を核とした教育、観光、まちづくり、ひ
とづくりに取り組んでいきたいと考えています。

白兎養護学校は、知的障がいのある児童生徒の通う特別支援学
校です。知的障がいによる発達の遅れや生活経験の不足等から、
学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の生活
の場で応用したり活用したりすることが苦手な子どもたちにとって

は、生活に結びついた具体的な活動を、実際的な状況の下で総合的に学んでいくこ
とが特に必要です。そして、このような障がいの特徴や学習上の特性を踏まえた上で
行われている「各教科等を合わせた指導」の一つが、「生活単元学習」です。子どもた
ちの生活がより豊かになること、どの子も意欲的・主体的に活動できることを大切に、
生活単元学習に取り組んでいます。

平成30年、創立110周年を迎えます 倉吉東高等学校
主体的な学習者・21世紀をリードする人材の育成をめざして
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シリーズ 鳥取県のエキスパート教員 生活をより豊かに！

シリーズ 市町村教育委員会の取組紹介

鳥取県立白兎養護学校　倉田 利江子

問合せ先 鳥取県立倉吉東高等学校　電話 0858（22）5205　ＦＡＸ 0858（22）5206

問合せ先 県教育委員会特別支援教育課　電話 ０８５７（２６）７５７５　ＦＡＸ ０８５７（２６）８１０１

問合せ先 琴浦町教育委員会教育総務課　電話 0858（52）1160 問合せ先 北栄町教育委員会教育総務課　電話 0858（37）5870

現在の校舎写真

▲アメリカ・バーモント州生徒との
交流（本校オーケストラ部との
合同演奏後記念写真）

◀韓国・安養高校生徒との交流
　（歓迎式典の様子）倉東Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙ（講演会後座談会の様子）

海外研修旅行（韓国） 昭和４５年当時の校舎写真

「生活がより豊かになるために～どの子も意欲的・主体的に～」

子どもにとってよい生活とは、「今日に満足し、明
日を楽しみにする生活」だと言われます。「あぁ、楽
しかった。明日は何をするんですか？」「明日の生単
（生活単元学習）、楽しみだなぁ。」子どもたちは、キ
ラキラとした表情で伝えてくれます。
学習の中で友達と繰り返し楽しんだ絵本を、図書
室から何度も借りて帰る子どもがいます。友達が

遊んでいる様子を見て、同じように新しい遊びにチャレンジする子どももいます。
子どもたちの今に寄り添い、子どもたちとエネルギーを合わせて、楽しくておもし

ろい、子どもも教員もまたやりたいと思えるような授業を子どもと共に創ることをめ
ざし、今後も努力していきたいと思っています。

「今日に満足し、明日を楽しみにする生活」

子どもたちが生活に即した単元活動を経験し、その中で各教科等の内容を学んで
いく生活単元学習では、「お花見をしよう」「修学旅行へ行こう」等のテーマのもと、子
どもたちの生活の課題に沿ったいろいろな生活体験を通して、日々の生活の質が高
まることをめざします。子どもたちが「自分から」「自分で」「存分に」活動する経験を積
み重ねることが重要であり、教員も本気で子どもと共に活動します。子どもたちは、
「自分から」活動に向かい、「自分で」選んだり考えたりしながら、持てる力を「存分に」
発揮し仲間と共に単元活動に取り組みます。そして、そのような経験を積み重ねるこ

とで、達成感や満足感を感じつつ新たな活動に挑戦
しようとする意欲をもつことができるようになってい
きます。また、生活年齢に応じた様々な活動を通し
て、生活に見通しを持ち、学ぶ楽しさを感じ、主体的に
考え行動し、自信をもって生活するようになります。
さらに、生活単元学習での学びを、自分の家庭生活や
地域生活の中で活かせるようになっていきます。

「自分から」「自分で」「存分に」

琴浦町
保こ小中高連携の取り組み
　本町では、北条中学校区、大栄中学

校区それぞれに各１校の小中学校である特色を生かし、こど
も園も含めた幼児期から中学校卒業までの15年間を見通し
た教育の実践を行っています。　　
保育教諭、小中学校教諭の合同研修や、異年齢集団、異学年交流の実施などに取り組
み、保こ小中高連携により滑らかな上級校へのつなぎを進めるため、校区ごとに連携計画
を作成し（北条校区は「ドリームプロジェクトＸ」、大栄校区は「向ヶ丘レインボープラン」を
中心として）取り組んでいます。
教職員の資質と指導力の向上
教職員による小中合同授業研究会（授業公開）の開催、学び
力アップ会議、幼小連絡会での情報交換、小学校教諭参加の
こども園の園内研修会
異年齢集団、異学年交流
●５.５交流（５歳児と５年生） ●プール交流・里帰り交流（５歳
児と１年生） ●本の読み聞かせ交流（小学生がこども園へ、中
学生が小学校へ） ●高校生が小学校のプール開きで模範演
技披露、高校生による中学生の面接指導　
上級校への接続
小中連絡協議会（中１授業参観）、小６授業参観、年長児訪問

北栄町

大高野官衙遺跡（倉庫跡）

斎尾廃寺跡（右：塔跡 左：金堂跡）

小学校教諭と合同の園内研修

プール交流

小学生による読み聞かせ

とくべつ しせきさいのうはいじ あと し せきおおたかの かんが い せき

僕たちが選んだ具材を載せたピザ。
みんな喜んでくれるかな？

水遊び、楽しいよ。
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